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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

2020年10月号

人形寺として有名な京都の宝鏡寺は、百々御所(どどごしょ）という御所号を

持つ尼門跡寺院です。この寺院には、代々皇女や内親王が入寺することが

多く、その父である天皇から、人形が贈られたとされています。お寺には

孝明天皇遺愛の人形をはじめ、多くの由緒ある人形が所蔵されています。

それらの人形を一般公開する人形展が、昭和３２年から毎年１０月(※)に

実施されるようになり、その後 同じ時に人形供養も行われるようになりました。

この様に日本では、昔から長く使い続けた物を捨てる際に供養する風習が

あります。それは、長年使ったものには神霊が宿り、付喪神（ツクモガミ）にな

るという言い伝えによるものです。付喪神たちは、京都 船岡山の後ろ長坂に

住むと言われていました。付喪神は 人にいたずらをしたり、災いをもたらし

たりすると言われいて、社寺で供養することで付喪神にならないようにするの

です。京都では、長く使い続けた物と丁寧にお別れする為に、人形以外にも

「針供養」 「刃物供養」 「櫛供養」など、ずっと使ってきた身近な物の供養を

する社寺が沢山あります。最近は断捨離をする方も多くなっていますが、思い

入れのある物とのお別れは、この様な供養に出すのも良いかもしれませんね。

※今年は、新型コロナウイルスの影響で「人形供養祭」への、一般の方の

参列が出来ません。また 「秋の人形展」は11月に開催予定との事です。

～人形供養～


